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司会＝高橋慎一朗（東京大学史料編纂所）

討論

事前申込は不要です。会員外の方でもご参加いただけます。

なお、資料代として 500 円を頂戴いたします。
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　髙橋康夫氏は、『京都中世都市史研究』（思文閣出版、

1983年）の著者、『日本都市史入門』Ⅰ〜Ⅲ（東京大

学出版会、1989〜 90年）の編者の一人であり、京都

を主なフィールドとして、建築史から文献史への架

橋を推進し、日本の都市史研究を常にリードしてこ

られました。

　今回取り上げる氏の著書『海の「京都」—日本琉

球都市史研究』（京都大学学術出版会、2015年）は、

京都と首里・那覇を、海の「京都」＝首都という視

点から位置づけなおした壮大な著作であり、東アジ

ア中世都市史の新たな可能性を切り開く画期的な成

果と言えます。

　書評会では、建築史・考古学・文献史の研究者 4名が、

京都と琉球を分担してこの 1000頁を超える大著に挑

み、今後の都市史研究の進展に寄与するために奮闘

します。なお、著者もご参加くださる予定です。

【お問い合わせ】都市史学会事務局　〒 113-8656 東京都文京区本郷 7-3-1  東京大学大学院工学系研究科建築学専攻伊藤毅研究室気付  電話 = 03-5841-6184  HP= http://suth.jp   Email = office@suth.jp

東京大学史料編纂所大会議室
（福武ホール地下 1F）

参加について

東京メトロ丸ノ内線・都営大江戸線本郷三丁目駅より徒歩 7 分、

東京メトロ南北線東大前駅より徒歩 10 分、千代田線根津駅よ

り徒歩 15 分、同湯島駅より徒歩 20 分。
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2016 年 6 月 19 日 日　14:00−17:00　東京大学史料編纂所大会議室（福武ホール地下 1F・定員 50 名）


